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大会プログラム 

令和 4(2022)年 12 月 3 日㊏ 

於：甲子園短期大学 

大会テーマ：「～変革期の社会を考える-安全と安心のためのコミュニケーション～」 

月 日 時 間 イベント名 会 場 内 容 備 考 

12 月 3 日㊏ 9:30 開 場 321 大講義室 コロナ対応 玄関で体温計測 

  〃 10:00 開会式   〃 歓迎の辞 司会：吉田景一 

伊賀吉郎 

  〃 10:05～ 

10:55 

開会挨拶＆

基調講演 

  〃 「変革期の社会 

とは」 

早坂三郎学会理

事長 

  〃 11:00～ 

 12:00 

メディエー

ション講演 

  〃 「対立から対話へ 

紛争解決の新手

法」 

津田尚廣先生（一般

社団法人ピアメディ

エーション学会専務

理事） 

  〃 12:00～ 

 12:40 

昼休み 学生ホール 

（３F） 

昼食と研究発表会場 

準備 

弁当・茶配布 

（会員無料） 

  〃 12:40～ 

 14:00 

公開講座（短

大・学会共催） 

321 大講義室 「料理学とコミュ

ニケーション」 

土井善晴先生 

（料理研究家） 

  〃 14:00～ 

14:10 

記念写真撮

影 

  〃 撮影を希望する大会参

加者 

 

  〃 14:20～ 

 15:20 

口頭研究発

表・口頭実

践発表 

302・303・

304 の教室 

15 分発表・5 分質

疑応答 

座長・副座長の

配置 

  〃 15:40～

15:55 

学会賞・優秀

賞・奨励賞選考

委員会 

305 研究室 占部研究委員会委員長

と各室座長による選考 

 

  〃 16:00～

16:30 

総会、学会

賞・優秀賞・奨

励賞表彰式、 

次回大会案内 

321 大講義室 総会:事業報告・決算・

事業計画・予算ほか 

理事以外の議長

選任 

  〃 16:30～ 

17:00 

情報交換会 学生ホール 

（３F） 

会員交流 名刺交換など 

  〃 17:00 閉会式   〃   

  〃 17:10～ 

 17:30 

片付・退出 使用教室全室   

※二次会の設定はしませんが、希望者には最寄りのお店を紹介します。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%96%99%E7%90%86%E7%A0%94%E7%A9%B6%E5%AE%B6
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口頭研究発表・口頭実践発表 

会場：3階 302・303・304講義室 14：20～15：20 （発表 15分・質疑応答 5分） 

A1・B1・C1 14：20～14：40 

A2・B2・C2 14：40～15：00 

A3・B3・C3 15：00～15：20 

A会場：福祉（302講義室） 

座長：三好明夫（京都ノートルダム女子大学） 副座長：森千佐子（日本社会事業大学） 

A1 消滅危惧集落で生きる 80歳以上一人暮らし男性高齢者のこころの揺らぎ 

〇藤川君江（松本看護大学） 

・緒方浩志（九州看護福祉大学）・宮坂光長（松本短期大学）・上里彰仁（国際医療福祉大学）

A2 外国人技能実習生が認識する職場内教育体制における課題の特定 

〇田中康雄（西南学院大学） 

A3 保育所と他機関連携に関する研究課題の特定 

〇竹下徹（周南公立大学） 

・牛島豊広（周南公立大学）・田中康雄（西南学院大学）・永野典詞（九州ルーテル学院大学）

B会場：教育（303講義室） 

座長：占部愼一（研究委員会委員長） 副座長：山﨑将文（京都橘大学） 

B1 思春期に世界が「気持ち悪く」見える体験 ―上田閑照の存在論的思索を手掛かりとして― 

〇加藤誠之（高知大学教育学部） 

B2 身体症状を鑑みた不登校政策に関する課題の検討 ―施策に届かない不登校生― 

〇田中典子（公立中学校スクールカウンセラー・法政大学院博士後期課程） 

B3 地域にねざした教育の意味 ―森尚水の日刊地域新聞「うらどっこ」を題材として― 

〇藤田毅（太平洋学園高等学校） 

C会場：社会・実践（304講義室） 

座長：佐々木かなこ（阪南大学） 副座長：鈴木満（コーチング研修会社ドリームフィールド） 

C1 お金がリスクテイキングに及ぼす影響 ―お金を見るとリスクある行動を取りやすくなるか― 

〇岡村靖人（京都経済短期大学） 

C2 文系学部における初年次一般情報教育の現状と課題 ―情報教育に対する習得意識と学習経験の

調査から― 

〇近澤優子（甲子園短期大学）・森山潤（兵庫教育大学） 

C3 介護職員メンタルヘルスケア研修の構築に関する研究 ―オンラインメンタルヘルスケア研修の 

実践― 

〇近藤重晴（東京福祉大学・同朋大学大学院） 
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